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ご自由にお持ちください。
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化 す る 病 院進

二校を統合し
看護専門学校
を新設
横浜市医師会
聖灯看護専門学校

新 医 療 情 報最

世界に誇れる
日本の皆保険制度

医 療 ク ロ ー ズ ア ッ プ

み
ん
な
の
健
康

2018.5/6

1



最 新 医 療 情 報

二
校
を
統
合
し

看
護
専
門
学
校
を
新
設

　
今
年
４
月
、
新
た
に
開
校
し
た
「
横
浜
市
医
師
会
聖
灯
看
護
専
門

学
校
」
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
二
つ
の
専
門
学
校
が
統
合
さ

れ
て
誕
生
し
た
学
校
で
、5
2
0
人
の
学
生
が
鶴
見
区
の
新
校
舎
で

学
び
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
運
営
に
意
欲
を
燃
や
す
鳥
山
直
温
校
長

（
横
浜
市
医
師
会
副
会
長
）
に
同
校
の
教
育
理
念
や
特
色
、
今
後
の

抱
負
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

鳥
山　
横
浜
市
に
は
、
菊
名

と
保
土
ケ
谷
に
長
い
歴
史
の

あ
る
医
師
会
立
の
看
護
専
門

学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
両

校
と
も
設
備
や
校
舎
が
老
朽

化
し
て
改
修
・
改
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

愛あ
い
　
ご語

」
と
「
知ち

目も
く

行ぎ
ょ
う

足そ
く

」
を

教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
応
募
状
況
は

い
か
が
で
し
た
か

鳥
山　
他
の
地
域
同
様
、
横

浜
市
内
で
も
看
護
師
が
不
足

し
て
お
り
、
看
護
学
部
を
設

け
る
大
学
や
民
間
の
看
護
専

門
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
統
合
前
の
二
校
は

30
～
40
年
以
上
の
伝
統
が
あ

り
、
市
行
政
と
連
携
し
て
運

営
し
て
き
た
の
で
市
民
に
信

頼
さ
れ
て
い
ま
す
。「
医
師

会
立
の
看
護
学
校
の
卒
業
生

は
患
者
さ
ん
に
優
し
く
、
人

間
性
が
豊
か
で
実
力
が
あ
る
」

と
い
う
評
判
も
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今
年

も
多
く
の
方
々
に
受
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

校
名
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

「
聖
な
る
灯
」
か
ら
命
名
さ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
学
校
の

特
長
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
お
話
し
く
だ
さ
い

鳥
山　
本
校
は
横
浜
市
医
師

会
が
会
の
資
産
を
供
出
し
、

横
浜
市
と
協
力
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
本
校
の
使
命
は

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と

の
で
き
る
優
れ
た
看
護
師
を

市
内
の
医
療
機
関
に
送
り
出

す
事
で
す
。そ
の
た
め
、実
習

の
場
と
し
て
市
内
を
中
心
に

多
く
の
病
院
や
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、福
祉
施
設
な
ど

と
連
携
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

横浜市医師会副会長
聖灯看護専門学校校長

鳥
とり

山
やま

  直
なお

温
はる

　先生

こ
の
際
、
両
校
を
合
併
・
統

合
し
て
新
校
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
、
４
年
前
に
開
校

準
備
室
を
設
置
。
今
年
４
月

１
日
、Ｊ
Ｒ
鶴
見
線
の
鶴
見

小
野
駅
前
に
新
築
し
た
校
舎

で
開
校
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

新
設
校
の
概
要
と
教
育
理
念

に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い

鳥
山　
本
校
に
は
修
業
年
限

３
年
の
「
第
一
看
護
学
科
」

（
全
日
制
／
３
ク
ラ
ス
定
員

1
2
0
人
）
と
、
修
業
年
限

４
年
の
「
第
二
看
護
学
科
」

（
定
時
制
／
１
ク
ラ
ス
定
員

40
人
）
が
あ
り
、
卒
業
ま
で

に
必
要
な
1
0
0
単
位
（
＝

3
0
1
5
時
間
）
を
修
得
す

る
と
、
看
護
師
国
家
試
験
の

受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
や

助
産
師
養
成
機
関
の
受
験
資

格
や
、看
護
大
学
へ
の
編
入
学

試
験
を
受
け
る
資
格
も
得
ら

れ
ま
す
。

  

時
代
が
求
め
る
質
の
高
い

看
護
師
を
養
成
す
る
こ
と
が

目
的
の
本
校
で
は
、
看
護
の

基
本
は
「
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
う
」
こ
と
で
あ
り
、
常
に

慈
し
み
の
心
か
ら
生
じ
る
穏

や
か
な
顔
と
優
し
い
言
葉
で

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
知

恵
の
目
（
知
目
）
と
知
識
に

基
づ
く
実
践（
行
足
）が
あ
っ

て
初
め
て
看
護
が
完
成
さ
れ

る
と
い
う
思
い
か
ら
、「
和わ

顔が
ん

横
浜
市
医
師
会
聖せ

い

灯と
う

看
護
専
門
学
校

「
横
浜
市
医
師
会

聖
灯
看
護
専
門
学
校
」は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で

設
立
さ
れ
た
の
で
す
か

み
ん
な
の
健
康
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至
れ
り
尽
く
せ
り
の

設
備
で
す
が
、

勉
強
は
大
変
で
し
ょ
う
ね

鳥
山　
本
校
は
単
位
制
の
看

護
専
門
学
校
で
す
が
、
基
本

的
に
「
学
年
制
」
な
の
で
、

毎
年
必
要
な
単
位
を
修
得
し

な
い
と
進
級
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
に
は
看
護
師

に
な
り
た
い
と
い
う
明
確
な

入
学
の
動
機
が
あ
る
た
め
、

卒
業
ま
で
一
生
懸
命
勉
強
し
、

人
間
的
に
も
成
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
菊
名
校
（
横
浜
市

医
師
会
看
護
専
門
学
校
）、

保
土
谷
校
（
横
浜
市
医
師
会

保
土
谷
看
護
専
門
学
校
）
両

校
の
卒
業
生
の
国
家
試
験
合

格
率
は
常
に
高
く
優
秀
で
す
。

　

入
学
年
齢
に
制
限
は
な
く
、

性
別
も
問
わ
な
い
の
で
、
定

時
制
の
ク
ラ
ス
に
は
午
前
中

に
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
働

き
、
午
後
の
授
業
を
受
け
て

い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
か
ら
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
新
入
生
に
は

手
本
と
な
る
先
輩
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
主
婦
や
年
配
の

男
性
な
ど
も
い
て
、
一
般
的

な
専
門
学
校
に
は
な
い
雰
囲

気
が
あ
り
、
様
々
な
年
齢
の

人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
世
界

が
広
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
同
級
生
で
あ
り

な
が
ら
、「
お
父
さ
ん
」
と
か

「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
学
生
も
い
る
よ
う
で
す

よ
（
笑
）。

奨
学
金
制
度
な
ど
は

あ
り
ま
す
か

鳥
山　
受
給
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
本
校
独
自
の

修
学
支
援
制
度
と
し
て
学
費

の
貸
付
金
制
度
が
あ
り
、
卒

業
後
直
ち
に
横
浜
市
内
の
医

療
機
関
に
看
護
師
と
し
て
就

労
し
、
一
定
条
件
を
満
た
せ

ば
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
と
く
に
成
績
が

優
秀
な
学
生
は
特
待
生
と
な

り
、
年
間
授
業
料
の
２
割
が

免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

学
校
長
と
し
て
今
後
、

ど
の
よ
う
な
抱
負
を

お
持
ち
で
す
か

鳥
山　
日
本
が
急
速
な
超
高

齢
社
会
を
迎
え
、
医
療
技
術

が
日
々
進
歩
す
る
中
で
、
看

護
師
は
今
後
も
確
実
に
必
要

と
さ
れ
る
職
種
で
あ
り
、
ど

ん
な
に
機
械
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
発
達
し
て
も
代
替
で
き

な
い
心
と
体
を
癒
す
仕
事
で

す
。
そ
の
誇
り
を
持
ち
な
が

ら
本
校
で
し
っ
か
り
学
ん
で

資
格
を
取
得
し
、
や
り
が
い

の
あ
る
専
門
職
と
し
て
生
涯

活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
す
、

志
の
あ
る
方
々
の
入
学
を
お

待
ち
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
所
在
地
］

横
浜
市
鶴
見
区下野

谷
町
3
︱
88
︱
6

☎
0
4
5
︱
7
1
7
︱
6
6
3
３

授
業
の
講
師
陣
は
現
役

の
医
師
や
看
護
師
、＊
コ・

メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
今

後
、
超
高
齢
社
会
が
ま

す
ま
す
進
む
中
で
在
宅

の
看
護
に
も
力
を
発
揮

で
き
る
看
護
師
を
養
成

す
る
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

「
退
院
を
目
指
す
看
護
」

だ
け
で
な
く
、「
病
院

と
在
宅
を
つ
な
げ
る
看

護
」
と
「
在
宅
で
の
看
護
」

も
含
め
た
3
つ
の
視
点
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
ま

し
た
。

＊
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
：
医
師
の
指
示
の
下

に
業
務
を
行
う
医
療
従
事
者
。
具
体
的
に

は
、
臨
床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
、
理

学
療
法
士
な
ど
を
指
す
。

も
う
一
つ
の
特
長
は

や
は
り
、
新
た
に

建
設
さ
れ
た
校
舎
で
す
ね

鳥
山　
広
く
て
明
る
く
き
れ

い
な
校
舎
（
地
下
２
階
地
上

３
階
建
）
は
ど
こ
も
採
光
十

分
で
、
学
生
が
自
由
に
使
え

る
図
書
室
や
学
習
室
を
広
く

設
置
し
、
各
階
で
く
つ
ろ
げ

る
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、
学

習
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま

し
た
。
教
職
員
と
学
生
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り

や
す
い
少
人
数
教
育
も
特
長

で
、
実
践
的
な
指
導
を
行
う

た
め
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ラ
ボ
を
備
え
た
５
つ
の
看
護

実
習
室
を
整
備
。
一
般
住
宅

を
模
し
た
間
取
り
で
在
宅
患

者
の
看
護
を
学
ん
だ
り
、
乳

幼
児
を
入
浴
さ
せ
る
技
術
な

ど
を
学
ぶ
産
科
・
小
児
科
の

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

み
ん
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の
健
康
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だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

が
ん
治
療
に
お

い
て
は
、
２０

１
１

年
に
高
精
度
ロ
ボ
ッ

ト
型
放
射
線
治
療

装
置
「
サ
イ
バ
ー
ナ

イ
フ
」
を
、
12
年
に

は
市
内
で
初
め
て
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ｄ
ａ 

Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ

（
ダ
ビ
ン
チ
）」
を
設

置
し
ま
し
た
。
14
年

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で

考
案
さ
れ
た
心
臓
弁

膜
症
の
新
治
療
法

「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
タ
ビ
）」を
県
で

２
番
目
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

日
々
の
診
療
と
並
行
し
て

最
先
端
医
療
を
取
り
入
れ
る

に
は
、
長
期
的
視
点
と
周
到

な
準
備
が
必
須
で
す
。
た
と

え
ば
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
お
い
て
は
、

私
が
心
臓
血
管
外
科
医
な
の

で
状
況
を
把
握
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
導
入
２
年
前
に

専
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術

室
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

当
院
の
循
環
器
内
科
医
２
人

を
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
習
得
の
た
め

１
年
間
欧
州
に
留
学
さ
せ
ま

東
部
地
域
の
中
核
と
し
て

　

横
浜
市
に
は
、
市
内
６
方

面
別
に
「
地
域
中
核
病
院
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
済

生
会
横
浜
市
東
部
病
院
は
、

鶴
見
区
と
神
奈
川
区
を
中
心

と
す
る
東
部
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
２００


７
年
に
開

院
し
ま
し
た
。
最
重
症
の
患

者
さ
ん
を
24
時
間
受
け
入
れ

る
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
院
を
運
営
す
る
神
奈
川

県
済
生
会
は
、
神
奈
川
区
に

あ
る
済
生
会
神
奈
川
県
病
院

も
長
年
運
営
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
病
院
は
１
９
６
５

年
に
県
交
通
救
急
セ
ン
タ
ー

に
指
定
さ
れ
、
交
通
事
故
に

よ
る
け
が
人
の
救
急
医
療
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
東
部
病

院
は
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
機
能

を
引
き
継
ぐ
形
で
２０

１
４

年
、
横
浜
市
重
症
外
傷
セ
ン

タ
ー
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
救
急
医
療
で
は
交
通

事
故
な
ど
外
因
性
、
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
な
ど
内
因
性
の

患
者
さ
ん
が
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
や
大

動
脈
疾
患
に
は
大
動
脈
治
療

セ
ン
タ
ー
、脳
卒
中
に
は
脳
神

経
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、専
門
医

が
24
時
間
態
勢
で
臨
ん
で
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
神
奈
川
県
済
生

会
は
２０

１
８
年
、
神
奈
川

県
病
院
か
ら
徒
歩
数
分
の
場

所
に
東
神
奈
川
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
新
設
し
、

こ
の
両
院
で
も
地
域
医
療
を

担
っ
て
い
ま
す
。

「
一
歩
先
」の
医
療

　

最
先
端
医
療
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
点
も
、
大

き
な
特
長
で
す
。
当
院
の
理

念
「
医
療
を
通
じ
て
生
命
を

守
る
」
を
実
現
す
る
手
立
て

の
一
つ
が
、「
一
歩
先
の
医
療
」

済生会横浜市東部病院（鶴見区）
進化する

病
院質と効率を「一歩先」で実現

済生会横浜市東部病院
鶴見区下末吉3- 6- 1
電話045-576-3000（代表）、
FAX045-576-3525、
ウェブサイト  
http://www.tobu.saiseikai.or.jp/

◎設立　2007年3月
◎病床数　560床（一般病床
466床、精神病床50床、重症
心身障害児（者）施設44床）
◎診療科目　内科、消化器科、
循環器科、呼吸器科、神経内
科、小児科、精神科、外科、心
臓血管外科、呼吸器外科、形成
外科、脳神経外科、整形外科、
泌尿器科、産婦人科、皮膚科、
眼科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外
科、リハビリテーション科、放
射線科、麻酔科、救急科、消化
器外科診断

済生会横浜市東部病院

三
み

角
すみ

　隆
たか

彦
ひこ

 院長

　地域中核病院は、地域における救命救急や高度医療の拠点施設です。済生会横浜市東
部病院は、市内東部でその役割を担うとともに、「一歩先」の最先端医療を取り入れて
質や安全性、効率性を高めています。周囲の医療機関や地域社会との連携にも力を入れ、
増加する医療ニーズに応えています。

ＴＡＶＩによる施術の様子。2014年のＴＡＶＩ導入により、合併症のある方
など、これまで手術が難しかった患者さんも治療が可能となった。
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し
た
。
日
本
で
は
導
入
基
準

も
な
い
時
期
か
ら
こ
う
し
た

「
先
行
投
資
」
を
し
、ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
大
学
附
属
病
院
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に

２００


人
以
上
が
、
同
院
の

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
で
健
康
を
取
り
戻

し
て
い
ま
す
。

　

２０

１
７
年
に
は
、
外
傷

患
者
の
救
命
に
必
要
な
緊
急

処
置
が
１
ヵ
所
で
で
き
る
治

療
室
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
E
R
が

完
成
。
大
幅
な
救
命
率
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

精
神
科
を
有
し
、
精
神
科

救
急
や
外
来
診
察
を
行
っ
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。
高
齢

化
社
会
の
進
行
で
認
知
症
が

増
え
て
い
ま
す
。
総
合
病
院

内
の
精
神
科
は
、必
要
性
が
一

層
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
同
建
物
内
に
あ
る
重
症

心
身
障
害
児（
者
）施
設「
サ

ル
ビ
ア
」
が
44
床
の
小
規
模

な
が
ら
も
総
合
病
院
の
中
に

あ
る
こ
と
、
ま
た
施
設
内
に

障
害
児
の
教
育
面
と
し
て
横

浜
市
特
別
支
援
学
校
の
分
教

室
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
は
珍
し
い
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

患
者
さ
ん
の
増
加
に

内
部・外
部
か
ら
対
応

　

同
院
は
開
院
か
ら
11

年
間
で
患
者
数
が
１
・
５

倍
に
増
え
ま
し
た
。
こ
の

課
題
へ
の
対
策
の
一
つ

が
、効
率
化
で
す
。
効
率

を
よ
く
す
れ
ば
在
院
日

数
が
短
く
な
り
、よ
り
多

く
の
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、患
者
さ
ん
側
の
負

担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
に
医
療
の
質
と
効
率

性
が
高
い
ほ
ど
、
在
院
日
数

は
短
く
な
る
と
さ
れ
ま
す
。

当
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、

胃
が
ん
な
ど
主
な
が
ん
で
の

在
院
日
数
の
短
さ
が
、
全
国

ベ
ス
ト
３（
２０

１
１
年
度
）

と
い
う
実
績
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
が
ん
以
外
で
も
、

当
院
の
在
院
日
数
の
短
さ
は

全
国
屈
指
で
す
。

　

こ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
の
が
、
先
に
挙
げ
た
最

先
端
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
多

様
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
で
す
。
在
宅
療

養
の
準
備
が
整
わ
な
い
な
ど
、

社
会
的
要
素
で
退
院
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
事
務
職

な
ど
も
関
わ
る
こ
と
で
、在
院

日
数
を
不
必
要
に
長
引
か
せ

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
「
内
部
努
力
」

と
並
行
し
、
外
部
す
な
わ
ち

地
域
と
の
連
携
に
も
力
を
入

れ
ま
す
。
同
院
を
退
院
し
た

患
者
さ
ん
が
地
域
の
医
療
機

関
等
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

切
れ
目
の
な
い
医
療
や
地
域

包
括
ケ
ア
と
同
時
に
在
院
日

数
の
短
縮
化
を
実
現
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

同
院
の
患
者
数
は
、
今
後

10
年
で
さ
ら
に
１
・
５
倍
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

深
刻
な
課
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
体
制
の

中
心
と
し
て

　

東
部
病
院
は
災
害
医
療
拠

点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
鶴
見
区
で
は
毎
年
同
区

災
害
医
療
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
２０


０
７
年
か
ら
院
内
訓
練
を

行
っ
て
い
た
当
院
が
、
周
囲

に
協
力
を
呼
び
か
け
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
院
を
メ
イ
ン

会
場
に
複
数
会
場
で
同
一
の

状
況
想
定
の
も
と
、
複
数
の

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
医
療

機
関
や
医
師
会
の
ほ
か
区
や

警
察
、
区
社
会
福
祉
協
議
会

や
小
学
校
、
町
内
会
な
ど
、

２０

１
８
年
は
約
６
００

人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
対
し
て
は
、
住
民

向
け
の
公
開
講
座
、
医
療
従

事
者
向
け
の
勉
強
会
、
現
場

を
離
れ
た
看
護
師
へ
の
再
教

育
等
の
復
職
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ベ
ト
ナ
ム
の
医
師
の

研
修
を
受
け
入
れ
た
り
、
院

内
表
示
に
英
語
と
中
国
語
を

併
記
し
た
り
す
る
ほ
か
、
国

際
化
へ
の
よ
り
広
い
対
応
を

今
後
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
、
い
ろ
い
ろ

な
種
を
少
し
ず
つ
蒔
い
て
い

る
東
部
病
院
。
足
元
と
前
途

と
を
見
据
え
、
地
域
の
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。

2018年の鶴見区災害医療訓練のようす＝
横浜市東部病院
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ム
」。
イ
ギ
リ
ス
や
北
欧
諸

国
が
採
用
し
て
い
ま
す
。
登

録
医
（
家
庭
医
）
が
診
察
し

た
あ
と
で
な
い
と
専
門
医
療

機
関
へ
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
の
よ
う
に
自
由
に
医
療

機
関
へ
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

３
つ
目
は
ア
メ
リ
カ
で
採
用

さ
れ
て
い
る
「
民
間
保
険
シ
ス

テ
ム
」で
す
。
保
険
料
が
高
額

な
た
め
５０００



万
人
（
人

口
の
15
％
程
）
が
健
康
保
険

に
未
加
入
で
医
療
機
関
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

急
性
虫
垂
炎
の
手
術
で
２０


０
万
円
、
通
常
の
出
産
で
60

万
円
、
帝
王
切
開
が
必
要
だ

と
６
００

万
円
、
入
院
4
日

間
の
交
通
事
故
で
１
４
００


万
円
の
請
求
事
例
が
あ
り
ま

す
。
集
中
治
療
室
に
入
る
と

全
財
産
を
失
う
金
額
で
す
。

　

日
本
の
保
険
診
療
は
法
令

に
よ
り
医
療
内
容
が
規
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、「
患
者
さ

ん
の
希
望
す
る
医
療
の
す
べ

て
」
を
行
う
こ
と
は
制
度
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら

し
い
制
度
な
の
で
す
。
医
師

会
で
は
医
療
制
度
を
守
る
た

め
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
全
体
を
対
象
と
す
る

医
療
保
険
制
度
は
、
１
９
３

８
年
国
民
健
康
保
険
法
（
旧

国
保
法
）
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。
第
２
次

大
戦
後
国
民
健
康
保
険
法

（
新
国
保
法
：
１
９
６
１
年

施
行
）
に
よ
り
現
在
の
日
本

の
保
険
診
療
の
礎
が
で
き
ま

し
た
。

　

日
本
の
医
療
状
況
を
世
界

と
比
較
し
ま
す
。（OECD Hea 

lth Statistics 2015

よ
り
）

１
．男
女
と
も
平
均
寿
命
が

長
く
、
乳
幼
児
死
亡
率
が
低

い
。
医
療
の
質
が
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
。

２
．高
齢
化
し
て
い
て
も
医

療
費
は
O
E
C
D
加
盟
国
で

は
中
間
く
ら
い
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
。

３
．保
険
証
が
あ
れ
ば
保
険

医
療
を
全
国
で
い
つ
で
も
受

け
ら
れ
る
。

４
．C
T
や
M
R
I
の
設
備

は
他
国
と
比
較
し
て
圧
倒
的

に
多
い
。

　

乳
児
の
死
亡
率
が
極
め
て

低
く
、
長
寿
で
、
安
い
医
療

費
で
質
の
高
い
医
療
を
全
国

で
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
日
本

の
医
療
制
度
の
素
晴
ら
し
い

点
で
す
。
日
本
の
1/4


程

度
し
か
C
T
や
M
R
I
が
な

い
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
で

は
、頭
痛
で
受
診
し
て
も「
２

か
月
後
に
M
R
I
検
査
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

世
界
の
医
療
制
度
は
３
つ

に
分
類
で
き
ま
す
。
そ
の
違

い
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１
つ
目
は
日
本
・
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ス
が
採
用
し
て
い
る
「
社

会
保
険
シ
ス
テ
ム
」。
国
民
が

医
療
保
険
に
加
入
し
、
保
険

料
を
財
源
と
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
表
で
は
フ
ラ
ン
ス
は
医

療
機
関
の
選
択
が
自
由
と
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、公
的
保
険

が
使
え
る
医
療
機
関
が
パ
リ

市
内
に
は
な
い
と
現
地
の
人

に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
「
国
営
シ
ス
テ

ど
ん
な
症
状
で
す
か

　

指
を
曲
げ
た
後
に
指
が
伸

び
な
く
な
っ
て
曲
が
っ
た
ま

ま
に
な
り
、
伸
ば
そ
う
と
す

る
と
バ
ネ
の
よ
う
に
カ
ク
ン

と
伸
び
る
現
象
を
バ
ネ
現
象

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
現

象
は
ば
ね
指
の
初
期
に
特
徴

的
な
症
状
で
す
が
、
悪
化
す

る
と
曲
が
っ
た
ま
ま
元
に
戻

せ
な
く
な
り
、
無
理
に
伸
ば

す
と
激
痛
を
と
も
な
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
指
の
付
け
根

に
痛
み
、
腫
れ
、
熱
感
が
生

じ
ま
す
。
朝
方
に
症
状
が
強

く
、
日
中
は
使
っ
て
い
る
と

症
状
が
軽
減
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
は
何
で
す
か

　

更
年
期
の
女
性
に
多
く
、

妊
娠
出
産
期
の
女
性
に
も
多

く
生
じ
ま
す
。仕
事
や
ス
ポ
ー

ツ
で
手
を
使
う
こ
と
の
多
い

人
に
も
生
じ
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
。
糖
尿
病
、
リ
ウ
マ

チ
、
透
析
患
者
さ
ん
に
も
よ

く
発
生
し
ま
す
。
ま
た
年
齢

を
重
ね
る
と
屈
筋
腱
と
腱
鞘

の
間
の
す
べ
り
が
悪
く
な
っ

て
、
腱
鞘
炎
を
起
こ
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
母
指
、
中
指
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
ば
ね
指
に

な
る
の
で
す
か

　

ば
ね
指
は
指
を
曲
げ
る
屈

筋
腱
が
ひ
っ
か
か
る
た
め
に

横浜市医師会常任理事

藤
ふじ

倉
くら

　 寿
ひさ

則
のり

 先生

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
皆
保
険
制
度

他
の
国
の
保
険
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　
日
本
は
明
治
維
新
以
降
、
欧
米
諸
国
に
学
び
近
代
国
家
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
諸
外

国
が
羨
む
ほ
ど
の
保
険
制
度
を
日
本
は
作
り
上
げ
た
の
で
す
。
2
0
0
0
年
に
は
W
H
O
が
日
本

の
医
療
制
度
を
O
E
C
D
加
盟
国
中
で
「
世
界
最
高
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
欧
米
諸
国

の
保
険
制
度
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　本 ドイツ フランス イギリス アメリカ

制度の概要 社会保険方式
国民皆保険

社会保険方式
国民の88％が加入

社会保険方式
国民皆保険

税方式による国営の
サービス

全居住者を対象

メディケア・メディケイド
障害者や低所得者
など一部の対象者

民間保険
加入希望者のみ

自己負担 原則3割 自己負担なし 3割
償還制 自己負担なし 一定額まで自己負担 保険会社により

さまざま

財源
保険料 報酬の10％

（労使折半）
報酬の15.5％
（本人8.2％）

賃金総額の
13.85％ 保険料なし 給与の2.9％ 保険会社への掛け金

国庫負担 国庫から16.4％ 国庫より補助あり 国庫より補助あり 国庫補助なし 国庫より補助あり 国の補助なし

医療機関
の選択

診療所
病　院

自由
自由

自由
診療所からの紹介のみ

自由
自由

登録医のみ
登録医からの紹介のみ

指定される
指定される

保険会社指定
保険会社からの指定

医療ク ロ ー ズ ア ッ プ

主要国の医療保険制度
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合待 室

表紙イラスト/元町公園のガクアジ
サイ（中区）山手本通りと外国人墓
地に隣接した谷間に広がる緑豊か
な元町公園。坂道を登っていくと
ガクアジサイやアジサイの群落が
あり、山手聖公会の聖堂が見える。

　在宅医療への感心が高まっ
ていますが、「訪問○○」という
ものがたくさんあって、違いが
解りにくいと思います。ここで
は主なものについて解説して
おきましょう。「訪問診療」と
は、通院が出来なくなってし
まった方に、医師がご自宅に
赴いて医療を提供します。人
生の終末期を在宅で過ごすこ
とも可能となっており保険は
医療保険の適応です。その他
にも看護師がご自宅に赴いて
医療と介護の総合的な管理と
指導を提供する「訪問看護」、
薬剤師が訪問する「訪問薬剤
指導」、理学療法士・作業療法
士・言語聴覚士が訪問する「訪
問リハビリ」などがあり、基本
的には医療保険ですが介護保
険を使用している高齢者(一部
40歳以上)の場合は介護保険
の適用になる場合がありま
す。その他に、専門資格（介護
福祉士等）を持つ通称ヘル
パーと呼ばれる人がご自宅に
赴き生活の支援や身体的介護
を行う「訪問介護」があります。
年齢や疾患、障害の有無など
により使える制度やサービス、
適用される保険（医療保険・介
護保険）は違ってきますので、
お近くの行政窓口や地域包括
支援センターに相談してみま
しょう。� （AKB）

ばね指と言われました。

ど
ん
な
症
状
で
す
か

　

指
を
曲
げ
た
後
に
指
が
伸

び
な
く
な
っ
て
曲
が
っ
た
ま

ま
に
な
り
、
伸
ば
そ
う
と
す

る
と
バ
ネ
の
よ
う
に
カ
ク
ン

と
伸
び
る
現
象
を
バ
ネ
現
象

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
現

象
は
ば
ね
指
の
初
期
に
特
徴

的
な
症
状
で
す
が
、
悪
化
す

る
と
曲
が
っ
た
ま
ま
元
に
戻

せ
な
く
な
り
、
無
理
に
伸
ば

す
と
激
痛
を
と
も
な
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
指
の
付
け
根

に
痛
み
、
腫
れ
、
熱
感
が
生

じ
ま
す
。
朝
方
に
症
状
が
強

く
、
日
中
は
使
っ
て
い
る
と

症
状
が
軽
減
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
は
何
で
す
か

　

更
年
期
の
女
性
に
多
く
、

妊
娠
出
産
期
の
女
性
に
も
多

く
生
じ
ま
す
。仕
事
や
ス
ポ
ー

ツ
で
手
を
使
う
こ
と
の
多
い

人
に
も
生
じ
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
。
糖
尿
病
、
リ
ウ
マ

チ
、
透
析
患
者
さ
ん
に
も
よ

く
発
生
し
ま
す
。
ま
た
年
齢

を
重
ね
る
と
屈
筋
腱
と
腱
鞘

の
間
の
す
べ
り
が
悪
く
な
っ

て
、
腱
鞘
炎
を
起
こ
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
母
指
、
中
指
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
ば
ね
指
に

な
る
の
で
す
か

　

ば
ね
指
は
指
を
曲
げ
る
屈

筋
腱
が
ひ
っ
か
か
る
た
め
に

お
こ
り
ま
す
。
手
の
ひ
ら
側

に
あ
る
屈
筋
腱
に
は
、
腱
の

浮
き
上
が
り
を
押
さ
え
る
靭

帯
性
腱
鞘
と
い
う
ト
ン
ネ
ル

が
あ
り
ま
す
。
屈
筋
腱
と
ト

ン
ネ
ル
の
間
で
炎
症
が
起
こ

る
と
指
の
付
け
根
に
痛
み
、腫

れ
、熱
感
が
生
じ
、こ
れ
が
腱

鞘
炎
で
慢
性
化
す
る
と
ば
ね

指
現
象
が
生
じ
ま
す
。
指
の

使
い
す
ぎ
に
よ
り
腱
鞘
が
肥

厚
し
腱
が
腫
大
し
て
、
通
過

障
害
を
起
こ
す
た
め
一
層
症

状
が
強
く
な
り
ま
す
。

治
療
法
は

　

保
存
的
療
法
と
し
て
は
、

局
所
の
安
静
（
シ
ー
ネ
固
定

も
含
む
）
や
外
用
剤
の
使
用
、

腱
鞘
内
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射
、

ま
た
急
性
期
を
過
ぎ
て
か
ら

消
炎
鎮
痛
を
目
的
に
レ
ー

ザ
ー
治
療
等
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
改
善

せ
ず
関
節
が
曲
が
っ
た
ま
ま

伸
び
な
い
と
か
、
伸
び
た
ま

ま
曲
げ
ら
れ
な
い
状
態
、
半

年
以
上
経
過
し
て
も
「
引
っ

か
か
り
感
」
が
強
く
ス
テ
ロ

イ
ド
の
注
射
を
数
回
行
っ
て

も
治
ら
な
い
場
合
は
、
局
所

麻
酔
で
腱
鞘
を
切
開
す
る
手

術
を
行
い
ま
す
。
小
さ
な
傷

で
済
み
ま
す
し
、
手
術
直
後

か
ら
指
を
動
か
せ
ま
す
。

　

最
後
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
や

ガ
ン
グ
リ
オ
ン
な
ど
と
の
区

別
が
必
要
な
こ
と
、
治
療
が

遅
れ
る
と
指
の
機
能
に
不
自

由
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
早
め
に
整
形
外
科
や
手

の
外
科
の
受
診
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

柴
し ば

田
た

　宏
ひ ろ

明
あ き

 先生横浜市整形外科医会
（医）宏仁会柴田整形外科院長
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ラ ジ オ
番 組 みんなの健康ラジオ

ラジオ日本 AM1422kHz
にて放送中です

毎週木曜日　午前11:05～11:10
（『Hello！Ｉ,Radio』内で放送）
※再放送は毎週日曜日午前5：40放送

磯子区休日急患診療所移転のお知らせ
4月８日から下記へ移転し診療を行っています
磯子区磯子１－３－１３
（磯子警察署隣り）

TEL：０４５－７５３－６０１１
診 療 日：日曜・祝日、
　　　　　12月30日～1月3日
診療科目：内科・小児科
診療時間：10時00分～16時00分

JR根岸駅から徒歩15分

休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801−2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302−5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）861−3335
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731−2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時～正午まで

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707
　

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時～午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

横浜市救急相談センター
＃7119

または
☎045-222-7119

①医療機関案内　24時間年中無休

②救急電話相談　24時間年中無休

横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 　 　 　 　 　 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
保土ケ谷区 聖隷横浜病院 ☎（045）715−3111
旭区 上白根病院 ☎（045）951−3221
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
磯子区 汐見台病院 ☎（045）761−3581
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
保土ケ谷区 横浜市立市民病院 ☎（045）331−1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

30年6月14日（木）14:00～16:30 開場13：30   横浜市健康福祉総合センター ４階ホール

中区桜木町1－１　JR桜木町駅、地下鉄桜木町駅徒歩1分
問合せ先　横浜市医師会学術広報課
　　　　　☎045-201-7362〔主催〕横浜市医師会

❶ 視力１．５っていい目なの？ 
　 遠くが良く見えることの落とし穴� かとう眼科（港北区） 加藤 利博 先生

❷ 知ってました？ 子宮だって下がってくるんです。
 　骨盤臓器脱のコト� 神奈川県警友会けいゆう病院（西区） 荒瀬　透 先生

❸ ＣＴとＭＲＩの違い� 横浜柏堤会戸塚共立第2病院（戸塚区） 本田　実 先生

第7回市民公開講座「正しい健康知識でますます元気に！」

申込不要、どなたでも
ご参加できます

参加
無料

湘南
信用金庫
湘南
信用金庫

磯子橋磯子橋

至根岸・本牧至根岸・本牧至磯子至磯子

浜 バス停浜 バス停

浜 バス停浜 バス停
磯子消防署磯子消防署

堀
割
川

堀
割
川

磯子警察署前磯子警察署前

八幡橋八幡橋ニ
ト
リ

ニ
ト
リ

ヤ
マ
ダ

ヤ
マ
ダ

磯子
警察署
磯子
警察署

タイヤ館タイヤ館

磯子区休日急患診療所磯子区休日急患診療所
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